
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２５年５月 17 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：外国語としての英語で書かれた文章の読解において、英単語の語彙力

は状況モデルと命題的テキストベース構築のどちらに影響を及ぼすのか検討し、その語彙力を

獲得する方法として身体性認知科学がもたらした知見を応用した語彙習得法が他と比べて有用

であるかを検討した。２つの実験の結果、英語語彙力は命題的テキストベースの構築に寄与し、

また身体性認知科学の知見に基づいた語彙習得法は他の方法に比べて有用であることが判明し

た。 

 
研究成果の概要（英文）：As for the comprehension of texts written in English as a foreign 
language, I conducted the following two examinations. In the first examination, I found 
that larger English vocabulary leads to the better construction of the propositional 
text-base rather than the situation model. In the second examination, I found that the 
learners who followed the methodology which was developed according to the knowledge of 
embodied cognition outperformed those who followed the other way. From these two 
examinations, it can be arguably said that English vocabulary learning has more effect 
on the level of propositional text-base comprehension than that of situation model 
comprehension, and the methodology based on the knowledge of embodied cognition is 
effective in order to expand English vocabulary for the learners of English as a foreign 
language. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、認知科学の分野では、人間が言葉を

理解するときに、見聞きした経験が保存され

た知覚情報や身体を使って動作した経験が

保存された運動情報が使用されるという理

論が実証されつつある。本研究では、この理
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論を応用した英語語彙習得促進の手法の開

発と効果検証を行う。 

認知科学では、1990 年代ごろからパラダイ

ムシフトが起きつつある。従来、人間が言語

を理解する過程と、知覚や運動との関係とは

ほとんど顧みられなかった。しかし、Hernad

（1990）によって記号接地問題が提起され、

視覚記号（文字）や聴覚記号（音声）の意味

を理解するには、記号と、その記号が意味す

る具体的内容との連結が重要であることが

再確認された。この問題提起を踏まえて、言

語、理解、思考、判断などの認知機能と身体・

身体経験との関係を研究する身体性認知科

学（embodiment cognition）という分野が生

じた（Pfeifer & Scheier, 1991）。この流れ

の中で、Barsalou（1999）は知覚的記号シス

テム理論を提案した。この理論では、例えば

「イヌ」という単語を理解するときには、実

際に「イヌ」を見聞きたときに活動した神経

活動（視覚野、聴覚野）や、イヌに触れる行

為をしたときの神経活動（運動野）がシミュ

レーションとして活性化し、このシミュレー

ションによって言葉の意味が理解されると

考える。2000 年前後からこの理論の実証を目

的とした行動実験、脳画像測定研究が数多く

行われ、少なくとも母語の具体的な事物や行

為を意味する単語・文を、意味処理する過程

においては、理論の正しさが示されつつある。 

本研究の申請者は、知覚運動情報と言語理

解の関係を認知心理学的に解明するととも

に、そこで得られた知見を応用した実践的・

かつ効果的な英語語彙習得の教育手法を開

発したいと考えている。これまでに、日本語

母語話者において、行為文（「棒を握る」な

ど）の意味判断をすると運動表象が活性化し、

音韻判断を行うと活性化しないことが判明

している(粟津, 2008)。また、英語において

も前置詞の意味を視覚的なイメージとして

表現することで理解が深まること(佐藤・鈴

木, 2007)、文の接続関係を図解として表現

することで、文の理解が促進されることが判

明している(Suzuki, 2007)。 

これらの基礎研究の成果を踏まえ、より実

際に近い模擬授業を考案し、その効果を検証

し た 。 具 体 的 に は 、 英 語 不 定 代 名 詞

(other,another,the other)の概念的な説明

ののち、学習者自身が棒を用いた行為をしな

がら自己の動作を英語で表現することで、不

定代名詞の使い分けを体験するという授業

を考案し、その効果検証を行った。その結果、

行為が不定代名詞の理解を促進する可能性

が示された (粟津・鈴木, 2008)。 

しかしながら、第二言語の理解において、

外国語語彙習得について運動表象が関与し

ているのか、また習得された語彙は文章理解

のどの記憶表象に影響があるのか、など基礎

的な確認がなされていない。 

このようなことから、知覚運動情報と言語

理解との関係を活用した英語教授法の開発

に本研究の申請者は着眼点をおいた。まず、

実験１において、記憶した語彙が文章理解の

学問領域で議論される記憶表象（Kintch, 

1978）のなかで、状況モデルの記憶表象に影

響を及ぼすのか、あるいは命題的テキストベ

ースの記憶表象に影響を及ぼすのかを明ら

かにする。 

次に、実験２において語彙獲得と知覚運動

情報との関係を明らかにする。ただし、知覚

運動情報と言語理解との関係を明らかにし

ただけでは、実際の英語運用場面（読み・聞

き）などでは活用語彙として機能する手法の

開発とは言えない。例えば、日本人にとって

英語の発音は、L と R の区別が困難である。

アルファベットの発音は指導要領での学習

項目であり、文字に対する音を対応づけて学

習する。しかし実際には、L と R の音の区別

において、英語母語話者のように周波数帯に

カテゴリカルな知覚が見られない。音の区別

が困難なだけでなく、単語のスペルにおいて

も L と R の混同が生じる。つまり、L と R の

聴覚的な区別が、単語中での Lと R の区別と

いう書字行為にも影響する。これは、L と R

という文字の表す「意味」内容を理解してい

ないために、その内容を示す文字が混同され

る、と考えることができる。  

そこで本研究では、語彙獲得と理解表象と

の関係を実験１において明らかにし、次に語

彙獲得と知覚運動経験との関係を実験２に

おいて明らかにする。 

 
２．研究の目的 
（１）外国語としての英語で書かれた文章の
読解において、英単語の語彙習得はどの理解
表象に影響を及ぼすのか検討する。（実験１） 
 
（２）知覚運動経験が記号の意味内の理解を
促進するのであれば、 Lと Rの「意味」内容
の運動経験によって、文字の理解の促進、つ
まりスペルの混同も減少すると予想できる。
そこで本研究では、L と R の正確な発音時の
口腔中の運動を学習することによって、L と
R という文字が示す意味内容の理解が精緻化
され、それによってスペルの混同が減るとい
う仮説を検討する。(実験２) 
 
 
 



 

 

 

 

３．研究の方法 
（１）実験１ 
被験者 
都内４年制大学に在籍している大学生 55 名
が被験者として本研究に参加した。被験者に
は業務委託費として謝金を渡した。 
材料 
刺激文：北極グマに関する説明的文章。 
刺激文に対する課題：状況モデルの記憶表象
を測定するために推論課題を、命題的テキス
トベースの記憶表象を測定するために再認
課題を、それぞれ用意した。 
英単語課題：視認語形態（３秒以内で３つの
和訳の中から正しい訳を選択させる課題：
CD-ROM）を用意した。150 語×２セットの課
題で、採点する単語は刺激文中に現れる 50
語のみであとは採点対象外とした。 
手続き 
単語課題テストは画面に英単語を提示し、被
験者に３秒以内に正しい日本語訳を 3つの中
から選択させる課題（提示順は完全ランダ

ム）を実施する（図１参照）。次に状況モデ
ルと命題的テキストベースの理解表象を測
定する課題を紙面ベースでそれぞれ行った。 
図１．実験１で用いた英語語彙力測定課題. 
 
（２）実験２ 
被験者 
都内４年制大学に在籍する５３名の大学生
が本研究の被験者として参加した。このうち、
３５名を Lと Rの発音を ReaLstickという教
具を用いて習得する発音群と、L と R の文字
にそれぞれ赤下線と青下線を引かせる色下
線群にそれぞれ振り分けた。被験者には業務
委託費として謝金を渡した。 
材料 
L と R を両方含む 32 個の英単語を用意した。
上述実験 2群とは別の被験者 18名を用いて、
この単語のスペルの学習難易度を測定した。
この被験者には、任意の方法で単語のスペル
を学習させた。本実験と同じ学習時間、同じ
方法でポストテストを行った。ポストテスト
ではスペルが正しいかどうか１から４段階
で質問した。４と答えた被験者の人数比を、

その単語の学習容易度とした。32 単語の平均
容易度は 0.59（SD：0.30 range：0.06-1.00）
であった。0.7以下の 20単語を実験時の分析
に使用した。また、この 20 単語を 0.4 以下
の 10 単語を難単語条件、0.4 から 0.69の 10
単語を容易単語条件として設定した。 
 
 
４． 研究成果 
（１）実験１ 
英語語彙課題得点と状況モデル、ならびに

命題的テキストベースを測定する課題それ
ぞれの相関係数を産出した。英語語彙課題と
状況モデルとの相関係数はｒ＝0.03 で無相
関検定の結果、有意な相関は見い出せなかっ
た。英語語彙課題と命題的テキストベースと
の相関係数はｒ＝0.26 で無相関検定の結果、
有意な相関があることが判明した（ｔ＝1.96，
df＝５３， p<.05）。英語語彙力は文章の深
いレベルでの理解である状況モデルの記憶
表象の構築よりも、文章そのものの記憶表象
である命題的テキストベースの構築に寄与
していることが本実験から明らかとなった。 
 
（２）実験２ 
発音群の被験者の 1名は、学習セッション

中に学習をしなかったため、分析から除外し
た。 
各単語における選択肢を、正解４、不正解

１とし、単語条件別に合計したものを得点と
した。2 実験群におけるプレテスト平均正答
数、ポストテスト平均得点、標準偏差を、単
語難易度別に示す（表１参照）。 
学習条件間で平均プレ得点に対してｔ検

定を行ったところ、有意差がなかった
[t(33)=1.58、p =.12]．また、プレ得点と単
語条件別のポスト得点に相関係数の検定を
行ったところ、難単語条件[r =0.31、 p =.07]、
容易単語条件[r =0.26、p =.13]ともに有意
でなかった。そこで、ポスト得点について、
学習方法を被験者間要因、単語難易度を被験
者内要因とした 2要因混合計画の分散分析を
行った。難易度の主効果は有意であったが
[F(1，33)= 81.39，p <.01]、学習方法の主
効果は有意でなかった[F(1，33) =1.92，p 
=.18]。難易度と学習方法の交互作用が有意
であった[F(1，33)= 6.25，p =.02]。単純主
効果検定を行ったところ、発音群(p <.01)に
おいても色線群(p <.01)においても、容易単
語条件の方が難単語条件よりも得点が高か
った。しかし、難単語条件においてのみ発音
群の得点が色下線群の得点よりも高かった
（p =.04）。容易単語条件では有意差はなか
った(p =.88)。これらの結果は、学習が困難
な単語では、L と R の発音訓練が単語スペル
における Lと Rの使い分けを促進することを
意味する。 



 

 

 

 

表１ 群ごとのプレテスト得点とポストテ

スト得点 

 
（３）総合考察 
 本研究によって、人間が言語を理解すると
き、身体を使って動作した経験が保存された
運動情報が使用されるという身体性認知科
学によって明らかにされた知見を用いて開
発した英語語彙習得の手法、すなわち日本人
にとって外国語である英語の L と R という
「音声の概念理解」が正確な語彙習得を促進
するということが判明した。また、このよう
にして習得される英語語彙は状況モデルの
記憶表象ではなく、命題的テキストベースで
の記憶表象の構築と関係することが明らか
となった。 
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